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1994年出土の木簡

剰
落
し
て
い
る
が
、
墨
書
は
中
央
に
整
え
て
三
行
書
き
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三

行
で
完
結
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
意
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
釈
読
及

び
写
真
撮
影
は
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏
に
よ
る
。
　
　
　
　
（小
池
邦
明
）

一

か
み
す
つ

新
潟
。
上
郷
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
中
蒲
原
郡
横
越
村
字
上
郷

調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
１

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

・
働
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業

団

４
　
調
査
担
当
者
　
赤
羽
正
春

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期

・
平
安
時
代
中
頃

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
郷
遺
跡
は
、
新
潟
市
の
南
東
約

一
工
航
に
位
置
し
、
阿
賀
野
川
左
岸
の
自

3  2  1

然
堤
防
上
に
営
ま
れ
た
遺
跡
で

あ
る
。
発
掘
調
査
は
、
国
道
四

九
号
線
横
雲
バ
イ
パ
ス
の
建
設

に
係
り
、　
一
九
九
二
年
か
ら
三

年
間
行
な
っ
た
。
調
査
の
結
果
、

平
安
時
代
中
頃
の
遺
構

・
遺
物

が
主
体
を
占
め
、
遺
構
は
掘
立

柱
建
物

・
土
坑

・
溝

・
水
田

・

畝
状
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

(新 潟)



遺
物
は
、
土
器
が
中
心
で
あ
る
。

木
簡
は
、
遺
物
包
含
唐
の
上
部
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と

し
て
は
、
底
部
外
面
に

「王
」
と
読
め
る
墨
書
の
あ
る
須
恵
器
無
台
杯
二
点
が

一
九
九
二
年
の
調
査
に
お
い
て
出
上
し
て
い
な
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
一
斗
伍
升

。
を
□
も
い
て
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
益
受

］

８
Ｐ

□
□

Ｏ
Φ
］

文
字
の
判
読
は
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
を
用
い
て
行
な
っ
た
。
い

「
一
キ
伍
升
」

に
つ
い
て
は
比
較
的
容
易
に
判
明
し
た
が
、
「を
回
も
い
て
□
」
に
つ
い
て
は

判
読
不
能
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
木
街
の
上
下
は
折
れ
て
い
る
。
左
右
は
、
左

側
は
原
形
を
保
っ
て
い
る
が
、
右
側
は
下
四
分
の
一
が
原
形
を
と
ど
め
、
上
部

は
欠
失
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
の
整
理
報
告
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
木

簡
の
性
格
や
所
属
年
代
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ
る
。

（寺
崎
裕
助
）




